
 

 

 

 

「当院での Nextant 導入について」              

霧島市立医師会医療センター 検査技術部 放射線室  

 

当院は診療科が18、病床数が254床の総合病院です。MRIの検査数

は2024年４月１日から2025年３月31日までの１年間で2917件でし

た。その中でもインプラントがある検査は586件と、約20％の割合で

す。MRIはとても特殊な検査であり、検査室内へ入室する前には入念

に金属チェックなどをし、安全を確保してから検査しなければなりま

せん。当院では検査前に問診を各診療科、病棟に取ってもらっていま

す。その際にNextantを活用させていただいています。 

 

従来は、インプラントの情報確認に多くの手間と時間がかかってい

ました。添付文書の確認や各メーカーのホームページ検索、過去の資

料の参照など、調査には相当な労力を要していました。そのため、撮

影の可否判断に時間がかかり、場合によって検査の延期や中止を余儀

なくされることもありました。 

 

そのような中で導入されたのが、Nextantです。初めて使用した

際、その検索性の高さと情報の網羅性に驚きました。製品名や部位、

製造業者などからの検索が非常にスムーズで、該当するインプラント

の詳細なMRI対応条件が短時間で確認できるため、業務効率が格段に

向上しました。特にありがたかったのは“MRI条件付き適合”製品に対

する詳細な撮影条件の表示です。磁場強度やSAR制限、体位・撮影部

位との位置関係、スキャン時間などが明示されており、撮影可否の判

断材料として非常に役立ちました。条件が曖昧なまま撮像するリスク

を避けることができ、患者の安全管理にも寄与しています。 

 

実際の臨床現場では、救急搬送された患者に対して緊急MRIが必要

なケースがありますが、その患者さんに整形外科手術歴があり、体内

にインプラントが入っている場合があります。患者本人や家族からは

「手術はしたけど詳しい製品名まではわからない」といった返答しか

得られないこともあります。このような場合、Nextant を使って該当

しそうなメーカーと製品を検索し、製造元が公開している MRI 適合

性情報を参照することで、検査の可否や安全な撮影条件を判断しま

す。また、Nextant は公式文書へのリンクも掲載しているため、情報

の裏付けを取るのにも有用です。特に、MRI 適合性が「条件付き」の

場合、許容される磁場強度や RF 送信条件が細かく設定されているこ

とが多く、それらを確認した上で撮像プロトコルを変更することがで

きます。これにより、安全性を確保しつつも、必要な画像診断を遅延

なく行うことができます。 
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当院での運用方法としては、Nextant のログイン ID を各診療科、

病棟に配布しており（図１）それぞれでインプラントの MRI 検査の

可否を確認し問診表に記入してもらいます。一度検査を受けた患者さ

んの RIS にインプラントの撮影の可否、撮影条件を記録に残すこと

で、次回の検査日に撮影可否に迷うことがなくなります。これは待ち

時間の短縮や、検査枠の効率化にもつながり、正確な情報提示により

不要なキャンセルを防ぎ、撮像可能なケースが増加しました。 

 

 

 

 

 

 

（図１） 

Nextant はあくまでもツールであり、最終的な判断は技師の責任の

もとで行うという姿勢を忘れてはならないとも感じています。ただ、

まずはNextantで調べるという習慣が根付いたことで、確認作業の標

準化・効率化が実現しました。 

 

 今後の Nextant の運用としては、インプラントの MRI 適合性の有

無を患者様にも知っていただき、他院で検査を受ける際にも情報共有

できる仕組みができたらと思います。当院で得られた情報を紹介状に

添付する、もしくは何らかの形で患者様に情報を渡せるようにしてい

きたいです。その情報を患者様自身に持っていただくことで、もし救

急搬送された場合などに迅速に検査、治療が行っていけるのではない

かと考えます。また、新人教育にも活用していきたいと考えていま

す。インプラントに関する知識の習得や MRI 安全管理教育の一環と

して、研修時に検索方法や読み取りなどを指導することで安全文化の

醸成にも役立つツールになるのではないかと考えています。 

 

総じて、Nextant は放射線技師にとって非常に有用なツールであ

り、特に MRI 検査の安全性を担保する上で欠かせない存在です。今

後もさらなるデータベース拡充や検索機能の進化が期待されますが、

現時点での臨床業務における即戦力として十分な性能を有していると

感じます。今後も日常業務や緊急検査の場面で積極的に活用し、患者

さんに安全で迅速な検査を提供していきたいと考えています。 

 

  

 


